
第13回定時株主総会招集ご通知
インターネット開示事項

連結計算書類の連結注記表
計算書類の個別注記表

（2020年９月１日から2021年８月31日まで）

株式会社カーブスホールディングス

連結計算書類における連結注記表及び計算書類における個別注記表につきましては、法令及び
当社定款第14条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載することによ
り、株主の皆さまに提供しております。
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連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
（1）連結の範囲に関する事項

・連結子会社の数…………………８社
・連結子会社の名称………………株式会社カーブスジャパン

株式会社ハイ・スタンダード
Curves International, Inc.
Curves Europe B.V.
CFW Operations Europe Limited
Curves International of Spain, S.A.
Curves Operations Italy S.r.l.
KIMOSCAPE (PTY) LTD

・非連結子会社の数 …………… １社
・非連結子会社の名称…………CFW Asia Management Company Limited
・連結の範囲から除いた理由 … 非連結子会社は、総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等は、い

ずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

（2）持分法の適用に関する事項
・持分法を適用している非連結子会社及び関連会社はありません。
持分法を適用していない非連結子会社
CFW Asia Management Company Limited
(持分法を適用していない理由)
持分法非適用会社は、連結会社との取引高相殺消去後の当期純損益及び利益剰余金については、連結計
算書類に与える影響が軽微であり、重要性がないため、持分法の適用から除外しております。

（3）連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の事業年度の末日は、Curves International, Inc. 、Curves Europe B.V. 、CFW
Operations Europe Limited 、Curves International of Spain, S.A. 、Curves Operations Italy
S.r.l. 、KIMOSCAPE (PTY) LTD を 除 き、 連 結 決 算 日 と 一 致 し て お り ま す。な お、Curves
International, Inc. 、Curves Europe B.V. 、CFW Operations Europe Limited 、Curves
International of Spain, S.A. 、Curves Operations Italy S.r.l. 、KIMOSCAPE (PTY) LTD は ６ 月
30日を決算日としております。連結計算書類の作成に当たっては、同日現在の計算書類を使用し、連結決
算日までに生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。
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（4）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
イ．有価証券の評価基準及び評価方法
・関係会社株式………………移動平均法による原価法を採用しております。
・その他有価証券
時価のあるもの…………期末日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。（評価差額は

全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの…………移動平均法による原価法を採用しております。

ロ．たな卸資産の評価基準及び評価方法
・商品……………………………移動平均法による原価法を採用しております。（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産
（リース資産を除く）……………定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に取得した

建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 ３～16年
工具器具備品 ３～15年

ロ．無形固定資産
（リース資産を除く）……………定額法を採用しております。

なお、主な償却年数は次のとおりであります。
商標権 20年
ソフトウエア ５年
その他 10年

③ 重要な引当金の計上基準
イ． 貸 倒 引 当 金……………債権の貸倒れによる損失に備えるため、当社及び連結子会社は一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ． 賞 与 引 当 金……………従業員賞与の支給に充てるため、当社及び連結子会社の一部は、将来の
支給見込額のうち当連結会計年度負担額を計上しております。

ハ．ポイント引当金……………プロテイン購入者に付与したポイントの利用に備えるため、当連結会計
年度末における将来利用見込額を計上しております。

二．株主優待引当金……………株主優待制度に係る費用の発生に備えるため、翌連結会計年度以降にお
いて発生すると見込まれる額を計上しております。

④ その他連結計算書類作成のための重要な事項
消費税等の会計処理……………税抜方式によっております。
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（5）のれんの償却方法及び期間に関する事項
のれんの償却については、５年間または20年間の定額法により償却を行っております。

２．追加情報に関する注記
新型コロナウイルス感染症の影響により、当社グループは一部の店舗の臨時休業、フランチャイズ加盟店

への支援策の実施等の影響を受けました。本ウイルス感染症による社会経済状況への影響はワクチン接種率
の向上や医療体制整備の進展などによってコロナショックの社会経済活動への影響が段階的に穏やかなもの
となるとの仮定のもと、会計上の見積りを行っております。

３．表示方法の変更に関する注記
（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用）
「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 2020年３月31日）を当連結会計年度

の年度末に係る連結計算書類から適用し、連結計算書類に重要な会計上の見積りに関する注記を記載してお
ります。

４．会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計

年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりであります。

（のれん及び商標権の減損の兆候に関する判断）
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

科目 当連結会計年度

のれん（千円） 1,346,271

商標権（千円） 17,431,010

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
上記ののれん及び商標権は、主に2018年８月期においてCurves International, Inc.を取得した際に生

じたものであります。
のれん及び商標権は、その効果の発現する期間にわたって均等償却されますが、のれん及び商標権を含
むより大きな単位において経営者によって承認された事業計画通りに業績が進捗せず、営業活動から生ず
る損益が継続してマイナスとなっている場合や、経営環境が著しく悪化しているような場合には、減損の
兆候があると判断し、減損損失が計上される可能性があります。
当連結会計年度において、連結計算書類の営業利益の状況をモニタリングするとともに、当期以降の事
業計画における営業利益の見込みが明らかにマイナスとなっていないかを確認することで減損の兆候がな
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いとの判断を行っております。
事業計画は、複数の仮定を使用しており、当該仮定は経営環境や市場環境の変化等により不確実性を伴
い、これらの経営者による判断が翌連結会計年度の連結計算書類において、のれん及び商標権の金額に重
要な影響を与える可能性があります。

５．連結貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 945,234千円

（2）シンジケートローン契約
当社の株式会社三菱ＵＦＪ銀行を主幹事とするシンジケートローン契約（契約日2018年３月26日、

2021年８月31日現在の借入残高12,420百万円）には、以下の財務制限条項が付されており、当該条項に
抵触した場合は、本契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。
① 本契約締結日又はそれ以降に終了する借入人の各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表におけ
る純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の
部の金額の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

② 本契約締結日又はそれ以降に終了する各年度の決算期の末日における連結の損益計算書における経常損
益を２期連続赤字としない。

③ 本契約締結日又はそれ以降に終了する各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表における有利子
負債（当該貸借対照表における「短期借入金」、「長期借入金」、「１年以内返済予定長期借入金」、「社
債」、「１年以内償還予定社債」、「新株予約権付社債」、「１年以内償還予定新株予約権付社債」、「コマー
シャルペーパー」及び「割引手形」をいう。）の合計金額から、「現金及び預金」の金額を控除した金額
を、当該決算期の末日における連結の損益計算書における「営業損益」、「減価償却費」及び「のれん償
却費」の合計金額で除した数値を４以下にそれぞれ維持する。

④ 本契約上の全ての債務の履行を完了するまで、全貸付人及びエージェントが書面により事前に承諾しな
い限り、各保証人に対する議決権割合を100％(間接保有の場合を含む。)に維持する。

当社の株式会社三菱ＵＦＪ銀行を主幹事とするシンジケートローン契約（契約日2020年６月30日、
2021年８月31日現在の借入残高5,000百万円）には、以下の財務制限条項が付されており、当該条項に抵
触した場合は、本契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。
① 本契約締結日又はそれ以降に終了する借入人の各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表におけ
る純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の
部の金額の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

② 本契約締結日又はそれ以降に終了する各年度の決算期の末日における連結の損益計算書における経常損
益を２期連続赤字としない。
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６．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 93,857,493株 －株 －株 93,857,493株

（2）自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 121株 －株 －株 121株

（3）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

2020年11月25日開催の第12回定時株主総会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 469,286千円
・１株当たり配当額 5.00円
・基準日 2020年８月31日
・効力発生日 2020年11月26日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2021年11月25日開催の第13回定時株主総会において次のとおり付議いたします。
・配当金の総額 469,286千円
・１株当たり配当額 5.00円
・基準日 2021年８月31日
・効力発生日 2021年11月26日
・配当の原資 利益剰余金

（4）当連結会計年度末日における新株予約権に関する事項
該当事項はありません。

７．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用につきましては短期的な預金等を中心に行い、また、資金調達につきまして
は、主に銀行借入による方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
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営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクまたは取引先の信用リスクに晒されておりま
す。当該リスクに関しては、当社グループの与信管理方針に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を
行うとともに、主な取引先の信用状況を把握する体制としております。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、これらは市場価格の変動リスク等に晒

されております。
営業債務である支払手形及び買掛金は、すべて１年以内の支払期日であります。
預り金はすべて１年以内の支払期日であります。
長期借入金は子会社の買収及びコロナショックの長期化に備えた資金調達であります。
また、営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されておりますが、当社グループでは、資金繰り表を作

成するなどの方法により実績管理しております。

（2）金融商品の時価等に関する事項
2021年８月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につきましては、次のとおりで

あります。
（単位：千円）

連結貸借対照表計上額（*2） 時価（*2） 差額

① 現金及び預金 9,760,075 9,760,075 －
② 受取手形及び売掛金 3,857,456
貸倒引当金（*1） △176,103

3,681,352 3,681,352 －

③ 投資有価証券 60,200 60,200 －

④ 支払手形及び買掛金 (1,690,879) (1,690,879) －

⑤ 預り金 (1,731,552) (1,731,552) －

⑥ 長期借入金（*3） (17,420,000) (17,420,000) －

（*１）受取手形及び売掛金は、個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
（*２）負債に計上されているものにつきましては、（ ）で示しております。
（*３）１年内返済予定の長期借入金を含めております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
資 産
① 現金及び預金並びに② 受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって
おります。
③ 投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。
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負 債
④ 支払手形及び買掛金並びに⑤ 預り金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって
おります。
⑥ 長期借入金

これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で
割り引いた現在価値により算定しております。

８．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 97円63銭
（2）１株当たり当期純利益 12円04銭

９．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法
子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法を採用しております。

（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産………
（リース資産を除く）

………………定率法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
工具、器具及び備品 ５年

② 無形固定資産………
（リース資産を除く）

………………定額法を採用しております。
なお、主な償却年数は次のとおりであります。
ソフトウエア ５年

（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金
従業員の賞与の支払いに備えて賞与支給見込額の当事業年度負担額を計上しております。

③ 株主優待引当金
株主優待制度に係る費用の発生に備えるため、翌事業年度以降において発生すると見込まれる額を計上
しております。

（4）消費税等の会計処理方法
税抜方式によっております。
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２．表示方法の変更に関する注記
「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用
「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 2020年３月31日）を当事業年度から適
用し、個別注記表に（会計上の見積りに関する注記）を記載しております。

３．会計上の見積りに関する注記
関係会社株式の評価
（1）当事業年度の計算書類に計上した金額

関係会社株式 13,850,054 千円

（2）識別した項目に係る会計上の見積りの内容に関する情報
関係会社株式は、全て時価を把握することが極めて困難なことから、取得原価をもって貸借対照表価額とし
ておりますが、当該株式の発行会社の財政状態の悪化により実質価額が著しく低下した時は、回復可能性が
十分な証拠によって裏付けられる場合を除き、相当の減額を行い、評価差額は当事業年度の損失として処理
を行います。
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４．貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 1,395千円

（2）貸借対照表で区分掲記していない関係会社に対する金銭債権・債務
短期金銭債権 129,502千円
短期金銭債務 1,009千円

５．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引の取引高
売上高 690,204千円
販売費及び一般管理費 15,494千円

営業取引以外の取引高 72,780千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の種類及び株式数
普通株式 121株

７．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
繰越欠損金 16,596千円
貸倒引当金 91,436千円
関係会社株式評価損 33,344千円
賞与引当金 4,802千円
未払事業税 1,615千円
その他 999千円
繰延税金資産小計 148,795千円
評価性引当額 △124,780千円
繰延税金資産合計 24,014千円
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８．関連当事者との取引に関する注記
（単位：千円）

種類 会社等の名称
議決権等の
所有割合
（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 株式会社
カーブスジャパン 直接 100.0

経営指導
資金の援助
役員の兼任
債務被保証

経営指導料(注１) 352,999
関係会社売掛金 44,290

業務委託料(注２) 130,168
資金の貸付(注３) － 関係会社長期貸付金 2,500,000
受取利息 26,864 関係会社未収入金 34,538
当社の金融機関借
入金に対する債務
被保証（注４）

（注５） － －

子会社 株式会社
ハイ・スタンダード 直接 100.0

経営指導
役員の兼任
債務被保証

経営指導料(注１) 53,772
関係会社売掛金 7,458

業務委託料(注２) 29,174

当社の金融機関借
入金に対する債務
被保証（注４）

（注５） － －

子会社 Curves
International, Inc. 直接 100.0

経営指導
資金の援助
役員の兼任
債務被保証

経営指導料(注１) 62,426
関係会社売掛金 9,507

業務委託料(注２) 51,663
資金の貸付(注３) 500,000

関係会社長期貸付金 3,437,298
資金の回収 1,320,000
受取利息 42,949 関係会社未収入金 10,712
当社の金融機関借
入金に対する債務
被保証（注４）

（注５） － －

子会社 Curves Europe B.V. 直接 33.3
間接 66.7

経営指導
資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
(注３)（注６） 190,300 関係会社長期貸付金 371,718

上記取引のうち、取引金額には消費税が含まれておらず、期末残高には消費税が含まれております。
（注１）経営指導料は、グループ運営費用を基に決定しております。
（注２）業務委託料は、業務内容を勘案し当事者間の契約により決定しております。
（注３）資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しております。
（注４）当社は、金融機関借入に対して各社より債務保証を受けております。なお、保証料の支払いは行ってお

りません。
（注５）債務保証の額は、３社合計で17,420,000千円であります。
（注６）Curves Europe B.V.への関係会社長期貸付金等について、当事業年度において183,307千円の貸倒引

当金繰入額を追加計上し、298,615千円の貸倒引当金を計上しております。
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９．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 75円44銭
（2）１株当たり当期純損失 1円18銭

10．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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